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フ ィ リピ ンの 一 地 方 都 市 に お け る

都 市 フ ィエ ス タと その 変 遷

・セ ブ 市 の 聖 ニ ー ニ
ョ の シ ヌ ロ グ 祭 か ら

第三世界の近代化に伴 う全面的社会経済的変化過程への関心は,東 南アジア研究の主眼の

一つであり,伝 統と近代化に関する社会学的経済学的アプローチを主体として,少 なからぬ

蓄積を生みだしてきている。農村や山岳の相対的に孤立 した社会集団の伝統文化を対象とす

る文化人類学的研究 も,こ うした流れに対して批判的な立場をとるにしても,近 代国家成立

後の全体的変化に何 らかの過程を通じて影響され変貌 していく周辺文化社会の問題について,

今 日無関心ではありえない。この問題への文化人類学的接近の独 自の貢献は,社 会経済変化

の関与する個別的状況をその社会的文化的コンテクストの中で調査研究し,関 連して変化す

る文化のさまざまな局面 をその独自の相において把握 し,近 代化現象の個別的地域的全体像

の多様なあり方を文化の側面 との相互関連において明きらかにすることにあろ う。この点に

おいて,東 南アジア地方都市社会の民族誌的研究は実 りの多い成果をもたらすものと思われ

る。近代国家成立以前から,交 易の中心地として文化的歴史的伝統をもち,今 日,首 都圏の

影響力をうけつつも相対的に狸立した独自の展開をみぜる東南アジアの地方都市社会のあ り

ようは,し かしながら,文 化人類学的研究の蓄積は豊かとはいえない。

この ような問題関心に立って,現 在大阪大学人類学研究室の青木保教授を中心として東南

アジア地方都市社会の比較研究プロジェク トが組織されているが,同 研究室に属する梶原景

昭 ・宮坂の両名は,そ の一環 として昨年(昭 和57年)秋 に短期の予備調査をタイ ・フィリピ

ンにおいて行なった1)。今後数年間にわたって継続的調査を予定 している フィリピンでは,

グィサヤ地域の,パ ナイ島イロイロ市,ネ グロス島バコロ ド市,セ ブ島セブ市,ボ ホール島

ダグビララン市等で準備的調査を行なった。人口,社 会階層構成,歴 史的文化的ラン ド・マ

ーク,広 場市場等の人の交流地点 ・旧市街新市街 ボ中心と街路構成 ・教会 ・礼拝所等の都市

空間配置の全体像およびそれに現われている都市の生態さらに起源 ・伝統 ・現在の人間の活

動をめ ぐる象徴的記号的表現媒体 としての都市空間の把握,市 場 ・闘鶏競技場 ・重要な街路

等での人々の集合行動の観察 とインタヴュー,宗 教儀礼 ・フィエスタの参与観察,イ ンフォ

ーマン トを通 しての一 日の行動の謂査 ,噂 話 ・民話 ・芸能等の都市の特徴を示すフォークロ

ア,民 間信仰治療,な らびに大学 ・行政機関での資料参照等を予備的調査の範囲で行なった。

地方都市社会が 中央首都圏や 周辺地域との 相互関連の中で 独自の様相を示すその文化 ・社



110

会 ・経済 ・生態の全体像を,都 市人類学的にあきらかにするためである。その際特に,都 市

社会のさまざまな区分 とその統合を反映しつつ,都 市文化のさまざまな形態 と様相を表現す

る,集 合行動 ・儀礼 ・祝祭 ・フォークロアの民族誌的研究から,都 市社会を文化的に統合す

る広義のコスモロジーを分析 していく研究方向に,強 調点をおいている。

本稿は,こ うした観点から,今 回の予備調査の範囲内でえられた資料にもとついて,筆 者

が分担 した研究テーマである,セ ブ市のシヌログSinulo9儀 礼とその最近の展開を報告し,

この地方都市をめ ぐって社会経済的変化に対応 したかたちで新たに展開再構成 されている都

市儀礼の変容と意味について,試 論的な検討 を行な うものである。

1

セブ市はセブ語文化圏の行政 ・経済 ・教育の中心地として海路空路の交流集散地であるば

か りでなく,マジェラン最初の到着地としてキ リスト教の伝統 も連綿たる深 さをもち,宗教上

の中心地にもなっている。また他方で,マ ジェランと闘った原住民族長 ラプラプに象徴 され

るフィリピン土着文化の要素が,そ の実際の歴史的経緯や影響・習合・統合等の側面について

は議論以前のものとして据 くとしても,セ ブ系の人々のフォークロアの レペルでさまざまに

表現されてお り,なかでも守護聖人サン ト・ニーニョは民俗的口承や イメージに富む現代セブ

市のフォークロアの一つの源泉 となっている。そこには民俗的思考の相において,先 キリス

ト教期の原住民文化とキリス ト教化以後の文化の交差と関連してセブ系文化の起源神話的テ

ーマが語られてお り,セ ブ市はセブ系人にとって文化的歴史的起源の徴にみちた有微性で特

色づけられるのである。セブ市の 守護聖人 ニーニョにまつわる信仰と祝祭儀礼を通 して,

セブ市の都市のコスモロジーのこうした様相が うかびあがるものと思われるが,経 済 ・流通

・教育 ・宗教の中心地点として人の流れを巡回させるセブ市において,周 辺のセブ語文化圏

に及ぶ聖 ニーニョ信仰巡礼地としての 役割は伝統的に少なからぬ 意義をもっている。 さら

に,タ ガログ語国語化政策に象徴されるように,政 治 ・経済的中心化がマニラ首都で集中的

にすすみ,そ の影響がフィリピン全土に及ぶ社会経済的変化が進行 してい く過程 とともに,セ

ブ市の歴史文化的伝統がセブ語圏を超える共通の歴史的文化的起源シンボルとして定着 して

いくと思われるのである。この点は,フ ィリピン各地の伝統文化,ラ ン ドマーク,儀 礼等を

拾いあげて観光名所の示差的再構成を企ててきている政府観光省のセブ市の位置づけにも明

白にあらわれてるし,ま た,そ うした状況に即応 して,よ り広範囲な地方から観光巡礼に訪

れる人の波のひろが りとい う形でも現われていると思われる。こうした最近のセブ市をめ ぐ

る変化が,シ ヌログ祭の変化にその文脈の中で現われている。社会経済的状況の変化を文化

の個別的文脈に現われた変化を通して検討する手がか りが,セ ブ市の伝統的宗教儀礼の現代
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における変貌をみることによって うかびあがるもの と思われるのである。短期の滞在を通し

てセブ市には,か って南半部で最 も繁栄していたイロイロ市等 と比べてフォークロア的生活

世界の領野が広 く豊かであると感 じさぜられたが,東 南アジア地方都市の果たす現代的意義

を考える点で,一 つの典型例を上記のような事情から感 じさせるのであり,そ れが本稿にお

いてセブ市のシヌログ祭をとりあげる主な理由でもある。

毎年の守護聖人ニーニョのフィエスタは,セ ブ市全体の レベル,さ らには国家レベルまで

ひろがる祭の時間を用意する。この祝祭は,セ ニョールの フィエスタとも呼ばれ,ブ ィリピ

ン全土でも有名な巡礼祭の一つとなっている。セブの人々は守護聖人を,セ ニョール ・サン

ト・ニーニョとかセニョールと呼ぶが,幼 な児キリス トの聖像への信仰は,セ ブ市民および

周辺セブ語圏を超えて広範囲にひろがる重要な宗教信仰を形成する。 セニョールと名がつけ

られているのは,厩 舎に生誕した赤児としてのキ リス トから区別 し,ま た王としての性格を

表徴しているからである。聖 ニーニョは,神 が王であるとい う神聖王権にかかわるイメージ

を内在さぜている。スペイン伝来のこの信仰は,こ の異教の地セブで受容 され,先 キリス ト

期の土着文化と習合 し,セ ブ文化さらにはフィリピン文化の文脈で変容 したといえよう。セ

ブのサント・ニーニョ巡礼祭は,メ キシコなどの巡礼祭 とともに,聖 ニーニョ信仰の外来の

地における展開としても注目すべき意義をもつ2)。聖 ニーニョには後にも触れるように,西

洋との接触,土 着文化とキ リスト教文化の関係,イ スラム教徒との歴史的葛藤を象徴するさ

ま、ざまな逸話をもち,外 部と内部を媒介する象徴的性格が認められ,セ ブ市の文脈において

セブの経験してきた代表的歴史的変移を象徴する機能をもになっている。サント・ニーニョ

とそれをめ ぐるセブ市の巡礼年礼祭の社会的象徴的過程には,首 都マニラと一線を画す地方

都市セブ市の社会経済的歴史文化的特徴がいわば書きこまれている。そこにはセブ市の住民

のコスモロジーの一側面が うかがえ,特 にセブ市内部と外部世界の繋が りを示す関係の動 き

が,可 視化され概念化されているのである。

今日中央政府経由の社会経済的影響は全国レベルに波及しているが,セ ブ市はその影響を

受容する一方で,そ の歴史的文化的伝統の独自性を媒介にしてマニラに並ぶ文化的位置を築

きつつある。周囲のセブ語圏の人の流れの集散地としてのセブ市の様相は,毎 年の巡礼祭を

中心とする広義の宗教巡礼や観光巡礼の形を通して表現されているが,セ ブ市の位置の変化

が,マ ニラ等の遠隔地の観光巡礼客をさらに強 くひきつけ始めたこの巡礼祭の最近の変化に

象徴的な形で表わされている。

以上のような点で,セ ブ市の聖 ニーニョや巡礼 フィエスタとその変化の考察が,ブ ィリピ

ンにおける地方都市セブ市の社会文化的特徴と変化の研究につながる理由を検:討した。聖 ニ

ーニョ巡礼祭の全貌を知るためには,セ ブ市の歴史,そ れを表現する都市空間の物理的象徴

記号的構成,サ ン ト・ニーニョの由来 とその特徴,関 連する信仰諌,フ ォークロア,聖 ニー
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ニ ョの 儀 ネし シ ヌ ロ グの 由 来,そ の 儀 礼 の 形 態 と社 会 過 程,年 代 に よ る こ の フ ィエ ス タの 変

遷,最 近 の 退 潮 傾 向,1980年 の フ ィエ ス タ再 編 成,と い っ た現 象 を全 般 的 に検 討 す るこ とが

必 要 で あ る。 この 論 文 は予 備 調 査 の枠 内 で あ き らか に な った 調 査 事 実 や 資 料 を 中心 に して,

シ ヌ ロ グ祝 祭 の 特 徴 と変 化 に 関連 す る範 囲 で, 一ヒ記 の 問 題 を記 述 し検 討 す る。

まず 最 初 に セ ブ市 を概 観 しそ の歴 史 的 文化 的 伝 統 と現 在 ま での 経 緯 を ふ りか え りた い 。 次

に,シ ヌ ロ グ儀 礼 につ い て,そ の 由来,形 式,過 程 に つ い て 報 告 し,そ れ と関連 す る範 囲 で

サ ン ト ・ニ ー ニ ョの 由 来 や フ ォー ク ロア,そ の 象 徴 的 性 格 に つ い て ふ れ る。 最 後 に1980年 か

ら試 み られ た 新 た な シ ヌ ログ祝 祭 の 特 徴 を述 べ,こ の 儀 礼 の 変 化 と その 意 味 に つ い て検 討 を

加 え た い 。

2

セ ブ市 は,セ ブ島 東 岸 の 中程 に あ る面 積 約280平:方 キ ロ メー トル,人 ロ 現 在 お よ そ50万 人

の都 市 で あ り,マ ニ ラの 規 模 に は る か及 ぼ な い もの の,フ ィ リ ピ ン第2の 規 模 の都 市 で あ る 。

海 上 交 易 路 の 中 心 とな る港 を も ち昔 か ら重 要 な都 市 で あ った が,特 に 航 空 路 の 中心 地 点 とな

って 以 来,商 業,交 易,教 育 の フ ィ リピ ン南 半 部 の 中 心 地 と して,南 部 の ク ウ ィー ン都 市 の

地 位 をゆ る ぎ ない もの と し て い る。 マ ジ ェ ラ ンが1521年 に上 陸 して,現 在 の セ ブ市 に 隣 接 す

るマ ク タ ン小 島 の 族 長 ラ プ ラ プ に殺 害 され た 話 は こ の 地 域 を とわ ず,語 り草 とな る逸 話 で あ

る が,マ ジ ェ ラ ンが セ ブ地 区(Sugbu)の 族 長:7マ ボ ン と 彼 の 妃 ・部 下800入 に,グ ィ ラ マ神

父 に よっ て洗 礼 を与 え た場 所 と さ れ る地 点 は,19世 後 半 葉 か ら マ ジ ェ ラ ンの十 字架 が建 立 さ

れ て い る。 十 字 架 の背 丈 は毎 年 少 しつ つ 伸 び て い る と され,こ の類 の 奇跡 課 は,セ ニ ョー ル ・サ

ン ト・ニ ー ニ ョや そ の 他 の 不 思 議 物 語 と と もに,人 々の信 仰 心 な らび に 誤 楽 や 観 光 的 興 味 の い

つ れ を もか き た て る ア ォ ー ク ロ アの 一 部 と な っ て い る。 マ ジ ェ ラ ンが 伝 え て後,44年 間 の空

白後 に レ ガ ス ピが この 地 を訪 れ た時 に,ホ ー リー ・チ ャ イル ド像 す な わ ち セ ニ ョ ール ・サ ン

ト・ニ ー ニ ョ像 が奇 跡 的 に破 壊 され ず に い た話,そ れ を め ぐる様 々 な解 釈 も,マ ジ ェ ラ ンの 十

字 架 の置 か れ る街 路 に そび え,レ ガ ス ピ以 来 の 歴 史 的 時 間 の 香 りを伝 え るサ ン ・オ ー ガ ス テ ィ

ンSanAugustin教 会,そ の 周 囲 の 街 路 を埋 め る ロ ク ソ ク売 りの 老 女 た ち,毎 金 曜 の 夕 べ

の ノ グ ェ ナ,サ ン ト ・ニ ー ニ ョ像 に祈 願 す る人 々の長 い 列,と と もに外 来 の来 訪 者 の:耳目に

必 ず伝 え られ る話 とな って い る 。こ の 教 会 は 四 百 年 祭 時 に ロー マ法 王 の命 に よ って,サ ン ト・

ニー ニ ョの小 バ シ リカ と され,16世 紀 以 来 の聖 像,宗 教 画 等 が 保 存 され て い る。 こ の一 画 に

は,セ ブ市 の シ テ ィ ー ・ホ ー ル,プ ラ ザ が位 置 し,数 ブ ロ ッ ク東 の 海 岸 に は,ス ペ イ ン入 の

作 っ た サ ン ・ペ ドロ要 砦,教 会 よ り北 と西 側 の街 路 を 数 ブ ロ ッ クの ぼ っ た と こ ろ に古 くか ら

の 中 心 路 で あ る コ ロ ン通 りが 弓 な りに伸 び賑 わ い を み せ て い る。 西 南 方 向 に は最 大 の カル ボ
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ン ・マ ー ケ ッ トが あ り,周 辺 部 や ボ ホ ール 島 か らの 生 鮮 品 が売 ら れ て,早 朝 か ら多 くの 人 が

出入 りを み せ て い る 。 こ うした 区 域 は セ ブ市 の 伝 統 的 な市 街 空 間 の面 影 を と どめ,フ ィ リピ

ン で最 も古 い スペ イ ン人 の 住 宅 街 等 と と もに ,フ ィ リピ ンの 歴 史 の起 源 の 地 の性 格 を 示 す 象

徴 に き わ め て 富 ん だ セ ブ市 の 姿 を形 造 って い る。 セ ニ ョー ル ・サ ン ト・ニ ー ニ ョ信 仰 に まつ わ

る不 思 議 課 等 の フ ォ ー ク ロ ア,歴 史 的 由来,宗 教 信 仰 の 特 徴 につ い て は,こ こで は ご く一 部

に触 れ る に と ど め る。 マ ニ ラの トン ド,パ ン ダ カ ン は も と よ り,パ ナ イ島 キ ャ ピ ツ州,ア ン

テ ィー ク州,イ ロ イ ロ,カ リボや イパ ハ イ,レ イ テ 島の タ ク ロバ ン,あ る い は ネ グ ロ ス島 ,

ボ ホ ー ル 島 に も,聖 ニ ー ニ ョ 信 仰 が存 在 して お り,パ トロ ン 聖 人 信 仰 の か た ち等,一 定 地

域 に結 び つ い た 信 仰 形 態 を 示 す場 合 もあ り,必 ず し も都 市 に 結 びつ い た信 仰形 態 に限 られ

る わ け で もな い 。 しか し なが ら,そ の昔 モル ッ カ諸 島 か らの 原 住 民 と スペ イ ン人 の 出 合 い

に 由来 す る テル テ ナの サ ン ト ・ニー ニ ョの話 や,メ キ シ コか ら伝 え ら れ た とさ れ る パ ン ダ

カ ンの サ ン ト ・ニー ニ ョな ど,原 住 民 と ヨ ー ロ ッパ,ア メ リカの 出合 い と キ リス ト教 徒 化 に

結 び つ い た 起 源 課 が さま ざま な 由来 を 付 加 され て 語 られ る 共 通 性 を示 して い る。 この 中 で

も,フ ィ リ ピンの 最 初 の キ リス ト教 化 され た 都 市 セ ブ市 の サ ン ト ・ニ ー ニ ョは,セ ブ島 さら

に は セ ブ ア ー ノ系 集 団 を越 え て,フ ィ リピ ンの 歴 史 的 起 源 を語 る神 話 上 の:文化 英 雄 と して の

性 格 を付 与 され て い る。 サ ン ト ・ニ ー ニ ョ を まつ る毎 年 の 祝 祭 と して は従 来 よ り洗 練 され た

形 式 を もつ パ ナ イ 島各 地 の 祝 祭(と くに カ リボ の ア テ ィ ア テ ィハ ン)が,最 近 ま で規 模 や 形

式 に お い て小 さ く簡 潔 で あ っ た セ ブ市 の サ ン ト ・ニ ー ニ ョ祭 よ りも,も っ と 活 発 であ っ た3)。

また,セ ブ市 に は,カ ト リッ ク教 徒 以 外 の プ ロ テ ス タ ン ト,中 国 系,さ らに マ ク タ ン小 島 に

移住 居 留 す る ミン ダ ナ オ島 か ら の少 数 モ ス リム,セ ブ ァ ー ノ系 以 外 の タ カ ログ系 の カ ト リッ

ク教 徒 な どが 混 在 し,そ れ らの 人 々 が,サ ン ト ・ニ ー ニ ョに 全 く関 心 を示 さ ない 場 合 も 多い

とい う印 象 で あ った4)。 し たが っ て,サ ン ト ・ニ ーニ ョ信 仰 の み に 限 定 す る こ とに よ っ て,

宗 教 の 局 面 に あ ら われ る セ ブ市 の文 化 社 会 的全 貌 を 語 れ な い こ とは 明 き らか で あ る。 に もか

か わ らず,セ ブ ア ー ノ系 を 中心 と す る他 島 か ら の 移住 者,滞 在 者,さ らに 病 気 治 療(心 霊 治

療 師 は 都 市 を拠 点 と し てい る),出 身 バ リオ の フ ィエ ス タ参 加 の た め の 帰 省 等 の 理 由 で セ ブ

市 を 訪 れ る他 島 や セ ブ島 各 地 か らの 来 訪 者 は,シ ヌ ロ グSinulogの た め だ け に 訪 れ る 熱 心

な 巡 礼信 者 に 劣 らず,サ ン ・オ ー ガ ス テ ィン の聖 像 へ の礼 拝 の 感 激 を 語 る場 合 が 多 い 。

セ ブ市 に は 更 に,旧 市 街 を北 上 して県 庁 に至 る 大通 り ジ ョ ー ン ズ ・ア ヴ ェ ニ ュ ーが あ りこ

の新 市街 は プ ロ テ ス タン ト教 会 と と もに ア メ リヵ統治 の時 代 の 香 りを 反 映 させ て い る。 丘 陵

上 部 に は 高 級 住 宅 街,道 教 寺 や 公 営 カ ジ ノ,そ れ に建 設 中 の プ ラザ ・ホ テル が あ る。 現 政 府

の 支 援 に よ る セ ブ市 の 観 光 都 市 化 の 現 わ れ が こ の 新 設 ホ テ ル に象 徴 さ れ て い る5)。 コ ロ ン通

りに は最 近 新 規 開 店 され た ス ー パ ー マ ー ケ ッ トや デ パ ー トが ふ え,シ ョー ウ ィ ン ドーの 商 品

は マ ニ ラ首都 文 化 の 香 りを なが し て い る。
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セ ブ市 は この よ うに し て その 歴 史 を 自身 の空 間 や建 造 物 に 織 り込 み,人 口50万 人 の 荘 莫 と

した 広 が りを示 して い るが,独 自の 生 産 物 に 乏 し く交 易流 通 で 成 立 して き た周 辺 セ ブ語 圏 の

中 心 都 市 の 性 格 は,サ ン ト ・ニ ー ニ ョ信 仰 を め ぐ る伝 承 や シ ヌ ロ グ儀 礼 にあ らわ れ てい る 。

国 民 的 行 事 で あ る11月 の 一 セ ン タ ブー 節 約 日 も,セ ブの 人 々に と つて は サ ン ト ・ニー ニ ョ を

め ぐる 伝 承 の 一 部 と して の 文 化 英 雄 ラプ ラプ との 関 係 で 意 味 を も ち,セ ブ市 に お い て は 聖

ニ ー ニ ョと その 祝 祭 と パ ラ デ ィ グマ テ ッ クに 呼 応 しあ う。 後 に サ ン ト ・ニ ー ニ ョに 関 す る奇

跡i潭や 伝 承 の フ ォー ク ロア の一 部 に 触 れ るが,こ の 守 護 聖 人 は,セ ブ市 の た ど って きた 歴 史

の 特 徴 と 内外 の 関 係 性 を表 現 す る多 層 を なす 象 徴 で あ る と い え る。

次 に,シ ヌ ロ グ礼 拝 の 由 来 と形 式 につ い て述 べ た い 。

3

シヌ ロ グSinulo9は,水 流 を意 味 す る セ ブ語sulo9に 由 来 し,躰 を波 うっ て前 後 に動 か

す ダ ン ス を直 接 的 に は 指 す 。 ダ ン ス の形 式 は,も と も とは キ リス ト教 以 前 の モ ス リム原住 民

の儀 礼 的 舞 踏 とい われ てい る。 木製 の 刀bolosと 楯 を も って 踊 るmoro-moro,す な わ ち 儀

礼 的 戦 闘 舞 踊 で あ り,超 自然 的 存 在 へ の 祈 願 儀 礼 と結 びつ い て い た と もい わ れ る6)。 悪 を 象

徴 す る想 像 上 の 敵 を追 い 払 い,祈 願 の 成 就 を願 っ て踊 る こ の ダ ン スは,サ ン ト ・ニ ー ニ ョの

聖 像 の 前 で,祈 願 や そ の成 就 の 感謝 を こめ て 踊 る熱 心 な信 者 の ダ ン ス とな った 。

別 の 見 解 に よれ ば セ ブに ボル ネ オか らのdatuや 彼 らの ク ラ ンの人 々が 低 地 の 新 植 民 者

と し て や っ て きた と き,土 地 を売 っ た セ ブ先 住 民 と と もに ひ ら い た酒 宴 の ダ ン ス だ と もい

う7)。 ま た後 にふ れ る が ス ペ イ ン 占領 以 後 もた び た び 襲 来 し た ホ ロ諸 島や ミン ダ ナ オ島 の イ

ス ラ ム教 徒 を,セ ブ人 は,聖 ニ ー ニ ョの 加 護 を え て撃 退 させ た が,シ ス ロ グは そ の 闘い を表

現 す る と もい う8)。

PitSe負or!と い う叫 び声 を あ げ て は,繰 り返 し踊 られ る シ ヌ ロ グ ・ダ ン スは,毎 年1月

の 第3日 曜 に 行 な われ る セ ブ市 の サ ン ト ・ニ ー ニ ョ祭(セ ブで はFiestaSehorあ るい は

FiestasaSehorと 呼 ぶ)の 中核 を な す 。 ネ グ ロ ス島 西 半 部Llo9の 部 族 ダ ン スの フ ィ エ

ス タが 同 名 で 呼 ば れ た り,タ ク ロバ ンの 聖 ニ ー ニ ョ祭 で も シ ヌ ロ グダ ン スが お こな わ れ るが,

シ ヌ ロ グとい え ば,セ ブ市 の サ ン ト ・ニ ー ニ ョ ・フ ィエ ス タ と して,フ ィ リピ ン全 土 で 有 名

な祝 祭 の一 つ とな っ て い る。

シ ヌ ロ グは フ ォ ー ク ・カ ト リシ ズ ムの 一 形 態 とし て キ リス ト教 以 前 の 土 着 信 仰 と関 連 づ け

ら れ るが,セ ブ ア ー ノ系 の 神 で あ るBathala(あ る い はBalahala)崇 拝 との 関 係 が 推 察 さ

れ る伝 承 も存 在 す る。 中 世 の セ ブ の.王 且ariTupasの 時 代 に,彼 は,家 族 の 葬 い の 儀 式 に

お い て,死 者 の 霊 がBathalaの 統 治 す る霊 界 に 受 け い れ られ る よ う,こ の 神 に 胸 の と こ ろ
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で手 を交 錯 さ せ な が ら3度 お じ ぎを し,手 を伸 ば して 死 者 の 名 を3回 叫 ん だ とい う。 彼 は 次

に この 世 界 に俳 徊 す る精 霊diwaに 同 様 に3回 こ の 呼 び か け を行 ない,部 下 た ち は ドラ ム

を叩 き全 員 が シヌ ロ グ ・ダ ン ス を行 な っ た。 この 儀 式 が終 わ る と一 行 は 死者 の 家 族 の 家 に い

き,用 意 され た饗 宴 に参 加 した 。 また,ボ ル ネ オか ら の交 易 者 た ち が ダ イ ヤ モ ン ド,衣 服,

真 珠 を セ ブ原 住 民 の乾 魚,カ カ オ等 と交 換 し にや っ て くる と,ド ラム と最 上 の美 女 の ダ ン ス

で も て な した とい う。 トゥパ スは あ る 日の 漁 でamagosの 木 の 根 を み つ け海 か ら もち か え っ

た が,こ の 木 の 根 の 前 で シ ヌ ロ グを 踊 って雨 乞 い をす る と それ が か な え ら れ た 。 以後 そ れ は

Bathalaの 霊 力 を もつ 護 符anting-antingと して 崇 め られ,周 辺 の 部 族 に 祈 願 の た め 貸 し

だ され る と き は,彼 等 は 長 い 鋭 い 刀 や 他 の 武 器 を も って シ ヌ ロ グ ・ダ ン スを して 祈 願 した 。 こ

の 木 の根 は そ の よ うに して 貸 し 出 さ れ て は トゥパ ス王 の 所 に戻 され た とい う。 サ ン ト ・こ 一

ニ ョ像 が マ ジ ェ ラ ンに よ り,Humabon王 の 妃(Joanna)に 渡 され て以 来,こ の聖 像 は雨 の

神 と して,ま た,豊 穰 を もた ら す;神秘 力 を もつ 木 片 護 符anting-antingと して,シ ヌ ロ グ

に よ る祈 願 の 対 象 と な って い っ た9)。44年 後 に レ ガ ス ピが 到 着 した とき,セ ブ 原住 民 は 当時

火 災 で まぎ れ て し ま っ た神 像 の こ と をBalahalaと 呼 ん で 崇 拝 し,旱 越 の と き神 像 を もっ て

海 辺 に行 進 し,像 を海 水 に浸 し て雨 乞 い の祈 願 を して い た とい う。 レ ガ ス ピー 行 の到 着 に驚

い て,セ ブ原 住 民 は 火 をは なち,山 に逃 げ こ ん だ が誰 もい な い 焼 け 跡 の 家 か ら ス ペ イン人 兵

士 が無 傷 の聖 ニ ー ニ ョ像 を 奇 跡 的 に 発 見 した と もい わ れ る10)。 セ ブ ア ー ノ系 の 民 間 伝 承 で は,

海 か ら,あ る原 住 民 漁 師 の 釣 糸 に何 回捨 て て もか か って き た燃 え さ しagipoな い し,幹 片

tuodが,す ぐ後 に な っ て ひ で り,疫 病,を 払 う護 符anting-antingで あ る と判 り,崇 拝 の 対

象 と な っ た が,レ ガ ス ピの 兵 士 が み つ け たの は,実 は こ の マ ジ ェ ラ ン以 前 か らあ った 原 住 民

の偶 像 で あ り,ヨ ー ロ ッパ の 王 冠 と装 身 具 をつ け ら れ て,サ ン ト ・ニ ー ニ ョに な った の だ と

い う11)。筆 者 が接 した イ ン フ ォ ー マ ン トが,サ ン ・オ ー ガ ステ ィ ン教 会 の2階 に あ る本 物 の

サ ン ト ・ニ ー ニ ョ像 は実 は 黒色 の 木 で で きて お り,原 住 民 の肌 の色 を して い るの だ と述 べ た

の も,サ ン ト ・ニ ー ニ ョを先 キ リス ト教 時 代 の セ ブ ァー ノ文 化 に結 び つ け る民 間 解 釈 の根 強

い 傾 向 を あ ら わ して い る。 実 際 の 聖 像 は 黒 檀 色 を して い る。 そ れ は,年 月 が た っ た木 の材 質

に よ る と も火 事 の ス スが黒 色 に な った と もい われ る し,ま た,19世 紀 末 の こ とだ が修 道 院長

が憂 欝 症 とな って 黒 く塗 っ たの だ と もい わ れ て い る。DatuMangalの 息 子 と さ れ る 族長 ラ

プ ラプが 自分 の 祖 先 で あ る とい う人 が 代 々伝 え られ た伝 承 を記 して い る が,そ れ に よ る と,

ラプ ラプの 父 で あ る マ ンガ ル は セ ブ島 北 部 の 友Silyoに 信 用 して 護 符 を 貸 して しま っ て裏

切 ら れ互 い に霊 力 を使 っ て攻 撃 した た め,自 分 自身 も半 分 石 化 し て し ま っ て い た。 そ れ に も

拘 わ らず マ ジ ェ ラ ンの 到 来 と侵 攻 を 予見 し,息 子 に 森 へ い ってbiyanteと 呼 ば れ る 木 の 若

木 か らす りこ ぎ棒 をつ く り,そ れ を頭 上 で3回 まわ して か ら力 い っ ぱい 押 し こ み ヤシ の殻 を

貫 通 させ る こ とが で き れ ば,そ の棒 で マ ジ ェ ラ ンを発 す こ とが で き る,と 教 え た の で あ る12)。
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この よ うに 神 秘 力 を もつ 木 片 が王 に所 有 され,そ の 王 に 肉 体 的 超 自然 的 戦 闘 力 を与 え,災 厄

か ら人 々を 解 放 す る とい う観 念 が,上 記 の よ うな民 間伝 承 か ら うか が え よ う。 サ ン ト ・ニ ー

ニ ョ像 が木 製 で あ る こ とが,先 キ リス ト教 期 の 木 片 信 仰 と結 び つ く契機 に な り,そ れ に 伴 な

っ て シ ヌ ロ グ ・ダ ン ス礼 拝 と ナ ン ト ・ニ ー ニ ョ信 仰 が 不 可 分 の もの と な っ た と考 え られ る。

筆 者 の接 した20歳 前 の 未 婚 の 女 子 大学 生 は,も と も と マ ニ ラか らの タ ガ ログ系 移 住 者 で処 女

マ リアを信 仰 して い た が,セ ブ市 に き て か な りた っ て か ら サ ン ト ・ニ ー ニ ョ も同様 に信 仰 す

る よ うに な り毎 金曜 の 聖 ニ ー ニ ョの た めの ノ ヴ ェナ に 参 加 して い る。 彼 女 は,処 女 マ リア も

サ ン ト ・ニ ー ニ ョも同 じよ うに敬 愛 す る が,童 神 サ ン ト ・ニ ー ニ ョは慈 愛 の処 女 マ リア と比

べ て 大 変 強 力 で あ る と述 べ てい る。 別 の青 年 の イ ン フ ォ ー マ ン トは,サ ン ト ・ニ ー ニ ョに祈

りを 怠 た る と崇 りが あ っ て悪 い こ とが お こ る と語 った 。 あ る伝 承 が語 る よ うに,マ ク タ ン王

ラ プ ラ プが マ ジ ェ ラ ン と戦 っ て勝 利 して後 の こ とだ が,あ る 日 これ ま で に ない 強 烈 な台 風 と

数 多 くの悪 魔 の ため,マ ク タツ 島 は家 も木 も根 こ そ ぎに され,島 の 中央 か ら突 出 した 大 噴 水

の た め,動 物 ・人 間 お よ び 島 自体 もほ とん ど海 中 に 没 して し ま っ た。 ラプ ラ プは命 か らが ら

セ ブ本 島 に 逃 げ たが,そ の 時 永 年 の対 抗 相 手 の バ ナ ワ王 フ マ ボ ン が サ ン ト ・ニ ー ニ ョ神 像 を

抱 い た妃 と と もに 小 船 に の っ て マ ク タ ン島周 域 を 回 って い るの をみ た 。 その 直 後,陥 没 した

島 が 再 び浮 上 す る奇 跡 を 目の あ た りに した の で あ る。 ラ プ ラ プ は サ ン ト ・ニ ーニ ョの足 に接

吻 し帰 依 す る こ とを誓 い,以 後 フ マ ボ ン と最 良 の 友 と な り,彼 の 部 下 と も ど もサ ン ト ・ニ ー

ニ ョを礼 拝 す る よ うに な っ た とい う13)。

4

こ う した民 話 に あ らわ れ る民俗 的 思:考の 中で,先 キ リス ト教 期 原住 民信 仰 とサ ン ト ・ニ ー

ニ ョ信 仰 の 連 続 性 が語 ら れ て い る。 そ れ らが 歴 史 的 事 実 を示 す もの で な い こ とは もち ろん で

あ るが,シ ヌ ログ礼 拝 と霊 的 木 片 信 仰 と聖 ニ ー ニ ョ信 仰 が民 俗 的 世 界 観 の 中 で 密 接 に 連 関 し

て い る こ と が そ こ か らち か が わ れ る。 シ ヌ ロ グ礼 拝 が プ ロ トタ イ プ とな って 今 日の 聖 ニ ー ニ

ョ巡 礼 祭 と な っ た とい う見 方 も,こ の よ うな世 界 観 を背 景 に して セ ブ市 の 知 識 人 の 語 る と こ

ろ で あ る。

聖 ニ ー ニ ョが,今 日 まで セ ブ市 の た ど っ て き た歴 史 的 経過 の 圧 縮 され た 象 徴 と な り,ま た

フ ィ リピ ン全 土 に わ た る象 徴 と も な りえ る点 を,こ の幼 な き神 の フ ォ ー ク ロ アか ら考 察 し て

お く必 要 が あ ろ う。

既 に触 れ た よ うに,セ ブ市 の 聖 ニ ー ニ ョに限 ら ず,ヨ ー ロ ッパ,メ キ シ コ,さ らに は中 国

由 来説 な ど も含 め て,フ ィ リピン各 地 の聖 ニ ー ニ ョは,外 来 の 来 訪 神 と して その 起 源 が位 置

づ け ら れ て い る 。 セ ブ市 の 聖 ニ ー ニ ョは,日 で りや 火 事,災 厄,海 難 事故,ま た 病 気,失 業,
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進 学,就 職 あ る い は恋 愛 な どの 悩 み や願 い,子 授 け な どに 関 連 して人 々 を救 済 す る と され て

い て,そ れ につ い ての フ ォー ク ロ ア も多 い 。 セ ブ市 で 過 去 の 歴 史 に あ っ た と され る早 魑,コ

レ ラ等 の 疫 病 の 流 行 が サ ン ト ・ニ ー ニ ョの 力 に よ って と ま った とい う話 も数 あ る奇 跡 課 の 一

つ で あ る。 日本 占領 時 に ア メ リカ軍 が セ ブ市 を爆 撃 し サ ン ・オ ー ガ ス テ ィン教 会 の 一 部 も爆

撃 の 被 害 を うけ た が,聖 像 は奇 跡 的 に無 傷 で あ った とい う話 も採 集 し た。 ま た戦 時 に兵 士 を

募 って い るの を き き有 志 が サ ン ・ペ ドロ砦 に 集 ま る と,そ こに 髪 の ち ぢ れ た少 年 がい たが,

あ とで 募 集 官 が 聖 ニ ー ニ ョで は ない か と気 づ い た,と い う話 も きい た 。 昔 の モ ス リムの 襲 来

の と きに は,サ ン ト ・ニ ー ニ ョの力 で セ ブ島 自体 が透 明 に な り目に 見 え な くな っ て難 をの が

れ た とか,17世 紀 にあ っ た ボ ホ ー ル 島人 の反 乱 を スペ イ ン入 兵 士 が サ ン ト ・ニ ー ニ ョの 力 で

くい とめ た,と い っ た類 話 も多い 。 こ れ らの 話 はTenazas(1965)等 に収 録 さ れ て い るが,

今 回 の 予 備 調 査 で 採 録 した話 は 同様 の変 異諌 が ほ とん どで あ った もの の,現 在 も なお 聖 ニ ー

ニ ョに まつ わ る フ ォー ク ロア が活 発 で あ り,か つ,時 代 の 変 化 に即 して セ ブ市 の 人 々の 生 活

の 様 々 な側 面 を語 る多 彩 な象 徴 とな っ て い る 点 が 確 認 で きた 。 聖 ニ ー ニ ョの 不 思 議 諌 を き け

ば,セ ブ市 の これ ま での 歴 史 的 経 過,よ り正 確 に い え ば,セ ブの 人 々の 民 俗 的 思 考 で捉 え ら

れ た セ ブの 歴 史 的 経 験 の 全 貌 が ほ ぼつ か め る の で あ る 。

マ ニ ラが ス ペ イ ン植 民 地 の 最 大の 行 政 的 中心 とな っ て以 来,幾 度 も聖 像 を マ ニ ラに 移 管 し

よ うと した が,マ ニ ラ に船 荷 が つ く度 に そ の聖 像 を包 ん だ は ず の 荷 は か ら っぽ で あ っ た とい

う話 が あ る。 セ ブの あ る人 は,聖 ニ ー ニ ョが セ ブ人 を 愛 す るた め セ ブ を離 れ た くない の で 外

に 出 て もす ぐに 帰 って くる,と 述 べ てい た。 マ ニ ラ と セ ブの 関 係 を セ ブ市 の 人 が 聖 ニ ー ニ ョ

を 通 して 位 置 づ け て い るの であ る。 サ ン ト ・ニー ニ ョは こ の よ うに,セ ブの 内部 と外 部 の 繋

が りを様 々な レベ ルで 表 現 す る象 徴 と もな っ て い る。 現 在 まで の セ ブ市 の 担 って きた 外 部 世

界 との 関 連 の ネ ッ トワー クにお け る社 会 経 済 的文 化 的 位 置 が,こ の 象 徴 を通 して 表 現 され る

の で あ る。 聖 ニ ー ニ ョの 象 徴 は,こ の意 味 で 内 と外 を 媒介 しそ の 諸 関 係 を象 徴 表 現 の 世 界 で

表 明 す る媒 体 と な るの で あ る。 聖 ニ ー ニ ョは セ ブ市 の都 市 空 間 の 中 心 に 位 置 す る。 海 お よ び

悪 霊 や 山 人,ゲ リ ラの 棲 み か で あ る 山 の 中 間 に あ る セ ブ市 を守 護 し,象 徴 的 世 界 観 の レベ ル

で,セ ブ市 成 立 の 根 拠 と力 を与 え る存 在 が,海 か ら渡 来 した 聖 ニ ー ニ ョであ る。 セ ブ近 海 で,

海 難 事 故 や 嵐 で 遭 難 しか か っ た船 を救 うの は必 ず聖 ニ ー ニ ョで あ る。 また セ ブ市 内部 にお い

て も,サ ン ・ニ コ ラ スの 聖 ニ ー ニ ョ とサ ン ・オ ーガ ス テ ィ ン教 会 の 聖 ニ ー ニ ョが 副 将 軍,大

将 軍 の 関 係 に あ る な ど,サ ン ト ・ニ ー ニ ョが都 市 の分 節 区 分 を 統 合 す る表 現 と な る場 合 が あ

る。 また,い たず ら者 的 文 化 英 雄 の型 に属 す る聖 ニ ー ニ ョの 関 係 媒 介 性 と処 女 マ リア との 呼

応 関 係 が,両 者 を守 護 聖 人 にい た だ く各 地区 や,あ るい は セ ブ市 と マ ニ ラ等 の 他 都 市 の 相 互

関 係 を表 現 す る可 能 性 もあ ろ う。 以 上 の よ うな点 で,サ ン ト ・ニ ー ニ ョの 象 徴 は セ ブ市 とい

う都 市 に あ らわ れ た 内 外 の 様 々 な諸 関係 とそ れ に 関連 した世 界 観 を 全体 的 に 表 現 す る多 義 的
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なキー ・シンボルなのである。そして外部の様 々の地方からの人々を集めるセブ市のシヌロ

グ巡礼祭は,こ の意味でセブ市とい う都市の姿を映 し出す社会的象徴的過程として大変重要

であるといえよう。

5

フ ィエ ス タ ・セ ニ ョール ない し シ ヌ ログ ・フ ヱ ス テ ィ グ ァル は,レ ガ ス ピ到 着 後,再 び サ

ン ト ・ニー ニ ョを ま つ っ た こ とに 始 ま る(1565年5月15日)。 そ の 聖 像 が 発 見 され た場 所 に,

後 に聖 オー ガ ス テ ィ ン修 道 院 と な る礼 拝 堂 が,ニ ッパ椰 子 と竹 で た だ ち に 建 て られ た。 レガ

ス ピは聖 像 を オ ーガ ス テ ィ ン修 道 僧 侶 に託 して い た が,彼 等 スペ イ ン人 兵 士 ・船 員 の一 団 は,

そ の聖 像 を運 ぶ 厳 か な行 進 を礼 拝 堂 ま で行 な い,中 央祭 壇 に サ ン ト ・ニ ー ニ ョ像 を安 置 した 。

聖 像 の 前 で,毎 年 サ ン ト ・ニ ー ニ ョを た た え る祭 を行 な う こ とが 誓 わ れ た14)。 セ ブ原 住 民 の

信 者 も多数 加 わ る よ うに な り,祭 は毎 年 の 行 事 とな るが,1566年 か ら は4月28日 の聖 像 発 見

の 日に 行 な わ れ る よ うに な り,後 の時 代 に な る と,顕 現 日か ら第2週 目の 日曜 日が こ の祝 祭

の 日 と決 め られ た。

祭 の 前 日の サ ン ト ・ニ ー ニ ョを記 念 す る行 進,祭 の 当 日の 早 朝 の 荘 厳 ミサ,そ の 直後 に続

くサ ン ト ・ニ ー ニ ョへ の シ ヌ ログ礼 拝 が,シ ヌ ロ グ祝 祭 の基 本 で あ る15)。 な お戦 後,前 夜祭

か らか ぞえ9日 前 か ら は毎 夕,5時 す ぎ に,9日 間 連 続 の 聖 ニ ー ニ ョへ の ノ グ ェナ が お こ な

わ れ て い る。 各 地 方 の オ ー ガ ス テ ィ ン会 の メ ンバ ーが か わ るが わ る説 教 を す る 。各 ノ グ ェ ナ

の は じ ま りに は花 火 が あ げ ら れ,聖 オ ーガ ス テ ィ ン教 会 の 鐘 が な ら さ れ る。 ノ グ ェナ で は一

人 の 少 年 に よ っ て聖 ニ ー ニ ョの祈 りの 言葉 が セ ブ語 で 捧 げ られ る。 聖 体 拝 受 の 列 に並 ん だ 他

の 少 年 た ち は それ を復 唱 す る。 ク リス マ ス前 の9日 間 連 続 の ノ グ ェナ と と もに聖 ニー ニ ョの

フ ィエ ス タ を彩 ど る こ れ らの 背景 も近 年 で は 重 要 で あ る。

前 日の 朝 に は,サ ン ト ・ニ ー ニ ョ衣 裳 世 話 係 に よ って 通 常 服 か ら特 別 の礼 服 に サ ン ト ・ニ

ー ニ ョ像 の 着 変 え が行 な わ れ ,次 の 週 の 金 曜 日 に礼 服 の 脱 衣 儀 礼 が な され る まで,そ の 間 の

一 週 間 ,教 会 へ の巡 礼 者 の人 波 が 絶 え なか った とい う。 信 者 は教 会 の 中庭 で シ ヌ ロ グ ・ダ ン

ス礼 拝 を行 ない,聖 像 に ロ ウ ソ クや花 を さ さげ,そ の 足 も と と衣 服 に接 吻 す るた め 列 をな し

て 順 番 を ま っ た。 祭 の規 模 や細 部 の形 式 に は 変 動 が あ り,第2次 世 界 大戦 後 は1965年 の 四 百

年 祭 を の ぞ い て は活 発 で な くな っ た とい わ れ る。

シ ヌ ログ祝 祭 につ い て まず シ ヌ ロ グ礼 拝 か ら記 述 す る。 祭 の 前 日お よ び 当 日の ハ イ ・ミサ

の 前 は,信 者 た ち は 教会 の 中 庭 で シ ヌ ロ グ を踊 るが,ハ イ ・ミサ直 後 に 司祭 の命 令 で た だ ち

に坐 席 等 が か た づ け られ,教 会 内 の サ ン ト ・ニ ー ニ ョ聖 像 の 前 で信 者 た ち の シ ヌ ロ グ礼 拝 が

始 め られ る。順 番 を まつ 信 者 た ち は中 庭 で ダ ン ス礼 拝 を し た り,そ れ を見 ま もっ て い た りす
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る。 教 会 内 の 聖 像 の 前 で ロ ウ ソ クを と も した後 に礼 拝 す る者 が 多 い が,ダ ンス礼 拝 の順 番 が

くる と信 者 は まず 聖 像 の 前 で ひ ざ まづ き,次 に 立 ち 上 って お 辞 儀panaadを し,ド ラ ムが

単 純 な リズ ム を繰 り返 し叩 き だ す と,踊 りを開 始 す る。 ふ つ う左 右 の 手 に 火 の と も して い な

い ロ ウソ ク を4本 ない し2本 もち,手 を交 互 に 揺 ら し足 を振 る よ うに動 か し,水 の流 れ が 障

害 物 を叩 く よ うな感 じで ダ ン スす る。 次 の 動 作 に 移 る と,首 を前 につ きだ しサ ン ト ・ニ ー ニ

ョの 聖 像 を み な が ら,突 然 空 中 に飛 び な が らPitSeiorと 叫 び,祈 願 や そ の成 就 の 感 謝 の

言 葉 を 口 にす る。 こ の ダ ン スは もの の 一 分 二 分 の こ と で あ り,信 者 に よっ て は 疲 れ き って 倒

れ る ま で ダ ンス礼 拝 に熱 中 す る者 もい るが,ふ つ うはダ ンス を一 仕 切 り繰 り返 した の ち,聖

像 に一 礼 し て次 の順 番 の信 者 に譲 る とい う。 信 者 の 中 に は踊 りな が ら泣 い て い る人 や,拳 で

胸 を叩 い て い る人 もい る。

礼 拝 の 祈 願 は,皮 膚 病,リ ュ ー マ チ等病 気 平 癒 祈 願 が 多い が,生 活 苦 等 さ ま ざ ま な苦 悩 か

らの 救 済 が 願 わ れ る。 自分 自身 の た め に 行 な う者 の 他 に,自 分 の家 族 や親 族 等 の 代 理 で 来 る

者 もお り,tinogonsと よば れ る不 在 祈 願 者 名 と 祈 願 事 項 の 記 帳 を読 み あ げ る人 もい る。 ま

た 自分 の 子 供 に ロ ウ ソ クを もた せ 腕 に抱 い て も う 一 方 の 手 で ダ ン ス しな が ら子供 の た め に

祈 願 す る信 者 もい る。 病 気 で連 れ て こ れ な か っ た子 供 の 衣 服 を持 参 して ダ ン スを す る親 もあ

る。 こ れ ら の祈 願 が成 就 した た め,感 謝 の 礼 をつ くす た めの 巡 礼 者 の ダ ン ス礼 拝 も行 な わ れ

る。PitSen6r!と い う叫 び は,意 味 を も た ない 呼 び か け の言 葉 で あ るが,こ れ に 続 く 祈願

や 感 謝 の 叫 び も,サ ン ト ・ニ ー ニ ョに よ く聞 こ え る よ うに す る た め で あ る とい う(pitは

fiestaと い う言 葉 が フ ィ リピ ン訓 りでpistaと な り,さ らに それ がpitに 短 縮 され た とい

う説 もあ る)16)。 踊 る信 者 は 老若 男女 さ ま ざ まな 人 で さ ま ざ ま な 場 所 か ら くる が,資 料 中 の

写 真 で判 断 す る 限 り女性 の 方 が 多 い よ うで あ る。 最 近 の シ ヌ ロ グは踊 る信 者 の 数 は 減 少 し,

老 女 が主 体 で あ る。 女性 は ス カ ー フ を頭 に かぶ っ て い る人 も少 な くな く,子 供 を抱 く人 は 子

供 の手 を 自分 の 空 い て い る手 で 掴 んで 踊 っ てい た り,ロ ウ ソ クを もっ て い ない 人,左 手 に も

っ て い る人 等 さ ま ざ まで あ るが,こ れ らの 信 者 が 中庭 や 教会 内 で 多数 シ ヌ ロ グ を踊 るの で あ

る。 子 供 た ち が 集 団 で 踊 る こ とが 企 画 され る場 合 もあ るが,そ れ 以 外 は連 れ 立 って きた 人 々

も別 個 に踊 るの で あ り,結 果 と し て それ が 集 団舞 踊 の様 を呈 して い る。 子 供 た ち の 集 団 に よ

る ダ ン スで は,自 い 短 い パ ン ツ と肩 か ら ベ ル トま で 白い 紐 の さが った 赤 い シ ャ ツ を着 て,手

に 手 に棒 を も って 規 則 的 な リズ ム で そ れ を叩 い て な ら しな が ら踊 る形 式 が あ る。童 神 を模 し

て 王 冠 を か た ど った 帽 子 が 少 年 につ け られ る こ と もあ る 。 スペ イ ン人 や イ ス ラ ム教 徒 をあ ら

わ す 衣裳 を ま と う子 供 が 聖 ニ ー ニ ョの 前 で ボ ロ ス と楯 の ダ ン ス をす る場 合 もあ る。 童 神 サ

ン ト ・ニ ー ニ ョの 祭 は元 来 は教 会 側 や セ ブ市 民 の 間 で組 織 され る部 分 は 少 な く,ほ ぼ 巡 礼

信 者 の 自発 的 な集 合 行 動 に よ る表 現 形 態 を と るが,ド ラ ムの 叩 き手 の 主 体 が セ ブ 南 部 の 町

Dalagueteか らの 巡 礼 者 で あ る とか,最 近 で は ダ ン スの 主 体 が ロ ウ ソ ク売 り の 老 女 た ち で
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あ る とい っ た特 徴 が あ り,そ れ も時 代 と と もに 推 移 す る よ うで あ る17)。 サ ン ・オ ーガ ス テ ィ

ン教 会 の 門 の 側 の街 路 や マ ジ ェ ラ ンの 十 字 架 の 周 囲 で ロ ウ ソ クや聖 ニー ニ ョの額 や復 製 像,

ロザ リオ,ノ ヴ ェ ナの 手 引 を売 る人 々を 今 日で も 多 くみ か け る が,老 女 が 特 に 目立 つ 。 彼

女 た ち の 一 部 は,た と えば セ ブ 島 山村 の 洗 濯 女 を して い た が 生 活 苦 と過 重 な仕 事 の た め し ま

い に 腕 と背 を痛 め て し まい 度 々 セ ブ市 の 聖 ニ ー ニ ョに 祈 願 を か け に きて い た 巡 礼 者 で あ っ

た 。 以 後 同 じ よ うな背 景 を もつ 老 女 た ち に な らっ て,中 国 系 商 人 か ら ロ ウ ソ クを お ろ し,信

仰 生 活 と 日 々の な りわ い を一 致 させ,サ ン ト・ニ ー ニ ョの 加 護 に す が りな が ら生 計 を た て て い

る。 最 近 は 自分 で シ ヌ ログ礼 拝 を行 な うこ とを逡 う巡 礼 者 た ち が 多 く,彼 女 た ち ロ ウ ソ ク売

りが か わ りに シ ヌ ログ ・ダ ン スを踊 るこ と も行 な って い る。 祭 の 期 間 は ドラ ム打 者 と と もに

報 酬 を うけ と る。 ダ ン ス礼 拝 は必 ず し も フ ィ エ ス タ期 間 中 に限 られ ない の で,彼 女 た ち は 現

在1回 数 ペ ソの ダ ン ス礼 拝 料 で随 時 シ ヌ ロ グ礼 拝 を依 頼 され るの で あ る。 筆 者 が礼 拝 を依 頼

した 老 女 は,そ の 母 もサ ン ・オ ーガ ス テ ィ ン教 会 街 路 の ロ ウ ソ ク売 りで あ っ た 。 子 供 の 頃 か

らず っ と信 仰 者 と して ロ ウ ソ ク売 りを行 ない,サ ン ト ・ニ ー ニ ョに こ う して 礼拝 で き るの が

無 上 の 幸 せ で あ る とい う。 人 の願 い を依 頼 され て それ を行 な う喜 び も深 い とい う。 別 の 老 女

は,船 員 の 夫 の家 計 を た す け るた め 子 供 と と もに セ ブ 島の 遠 くの故 郷 の 町 の 小 売 の 出 店 を引

き払 っ て,こ こ の ロ ウ ソ ク売 りに な った とい う。 こ れ らの人 々は セ ブ市 民 か らは 敬 慶 な る サ

ン ト ・ニ ー ニ ョ信 者 で あ る と認 識 され てお り,ま た昔 か らの シ ヌ ロ グ ・ダ ン スの 伝 統 を伝 え

る担 い手 で あ る と考 え られ て い るが,実 践 宗 教 的 信 仰 の文 脈 で 一定 の 位 置 を認 め られ る彼 女

た ち は,他 方 で貧 しい 教 育 の ない 人 々 な の で あ る。

こ の よ うな 人 々 を含 め て 自発 的 な信 者 の シ ヌ ロ グ礼 拝 が祭 の 当 日の 曉 の 大 主 教 に よ る,ミ

サ早 朝 の ・・イ ・ミサ終 了 直 後 の 午 前10時 頃 か ら続 け られ正 午 頃 まで 大 変 な興 奮 が 盛 り上 が る

とい う。 早 朝 の ハ イ ・ミサ は午 前8時 に始 ま るが,そ の時 に は 祭 壇 の そば に は 多 くの黒 い聖

ニ ー ニ ョの 小 さ な模 像 が 置 かれ てい る。 セ ブ市外 部 の 熱 心 な巡 礼 者 が 持 参 し献 じた の で あ る

。 最 近 で は,本 物 の 聖 像 は ハ イ ・ミサ終 了後 に 教 会 内 の 部 屋 に もち 返 ら れ,そ こ で着 ぜ替 え

のhubo儀 式 が お こ な わ れ る とい う。 礼 拝 を終 え た巡 礼 者 た ち は,聖 像 の 前 に 列 を な し,

サ ン ト ・ニ ー ニ ョの足 も とや衣 服 に 口 を ふ れ,ま た,ハ ン カ チや 十 字 架,ロ ザ リオ等 の 宗 教

的 物 品 を聖 像 に触 れ さ せ る者 もい る 。 こ れ ら サ ン ト ・ニ ー ニ ョに触 れ た物 体 は,病 気 治癒 の

神 秘 力 を獲 得 す る と信 じら れ て い る。 信 者 は 当 初 教 会 入 口の 主 門 か ら入 っ て 聖 像 に 対 す るの

だが,聖 像 へ の 口 づ け が済 む と脇 の 門 か ら教 会 を退 出 す る。 こ れ ら の人 の波 が ひ け るの は 午

後 も遅 くな っ て か らで あ る とい う。

シ ヌ ロ グ ・ダ ン スは 祭 の 前 日の 土 曜 の 朝 か ら,巡 礼 の信 者 に よ って 教 会 中 庭 で 行 なわ れ て

い るが,祭 の 当 日が 過 ぎ る と教 会 は シ ヌ ログ礼 拝 を や め通 常 の 簡 素 な 礼 拝 形 式 に 戻 る よ うに

指 導 した 。 しか し,そ れ で も熱 心 な巡 礼 者 た ち は シ ヌ ロ グ礼拝 を や め なか った の で,中 庭 で
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踊 るの は 以後 黙 認 し た とい う18)。祭 の 前 後 の 数 日間 は 多 数 の 信 者 の シ ヌ ロ グ礼 拝 が み られ る

傾 向 が あ っ た。 次 の週 の金 曜 日に サ ン ト ・ニ ー ニ ョの 着 変 えが 再 び行 な わ れ る と以 後 は シヌ

ロ グ礼 拝 も禁 ぜ ら れ た と い う。 祭 の 前 日の 午 後 に は,サ ン ト ・ニ ー ニ ョを記 念 す る行 進 が行

なわ れ た。 そ の様 子 は時 期 に よっ て 変 動 が あ る よ うで あ るが,礼 装 し た少 年 た ちの 一 団 や ダ

ン サ ー た ち が加 わ り,サ ン ト ・ニ ー ニ ョの 聖 像 を運 ぶ 運 び手 の 行 進 行 列 の形 式 を とっ た。 ダ

ン サ ー は シ ヌ ロ グ ・ダ ン スの 訓 練 を うけ るが,1963年 まで はTurangと い う名 の 男 に よっ

て指 導 され て い た た め,そ の 訓 練 は トヴ ラ ン グ と呼 ば れ る。 サ ン ・オ ー ガ ステ ィ ン教会 の礼

拝 堂 内 部 は椅 子 や ペ ン チが と りさ られ,沢 山の 人 々 が入 い れ る よ うに,ま た聖 像 の 移 動 の道

が 大 き くとれ る よ うに され て い る。 シ ヌ ロ グ礼 拝 の 祭 日当 日の少 年 団 と同 じ く,童 神 を 模 し

て ベ ル トと肩紐 をつ け て 装 っ た少 年 た ちの 一 団 が教 会 の正 門 前 に 到着 す る と,そ の 扉 が 開 か

れ銀 色 に 飾 られ た 豪 華 な装 い の 運 び手 に担 わ れ た サ ン ト ・ニ ー ニ ョ像 が 現 わ れ る。 だ が,セ

ブ市 南 部 のSanNicolasか らの サ ン ト ・ニ ー ニ ョ像 が 到 着 して教 会 の 正 門 の持 場 に着 か な

い うち は,サ ン ・オ ー ガ ス テ ィンの マ ジ ェ ラン伝 来 の サ ン ト ・ニ ー ニ ョ像 も行 進 に 向 か わ な

か った とい う。 なぜ な ら レガ ス ピ と スペ イ ン女 王 イ サベ ラが セ ブ市 の サ ン ト ・ニ ー ニ ョに対

し て大 将 軍 の 地 位 を奉 じ,サ ン ・ニ コ ラ ス(別 名CebuelVi6jo)に あ る サ ン ト ・ニ ー ニ ョ

に は 副 将 軍 の 地 位 を 奉 じた か らで あ る とい う19)。 行 進 に は,高 位 の セ ブ大 主 教 を は じめ と

す る司 祭 た ち が加 わ り,theMostHollyNameofJesus会 の メ ンバ ー,サ ン ト ・ニ ー ニ

ョ大 学 の 全 神 学 生,数 百 人 の 熱 心 な信 者 が行 列 す る20)。 行 進 に 入 る と,少 年 団 が 聖 像 の 前 を

行 進 す るが,ゆ っ く りと教 会 周 囲 の主 要 街 路 を 進 む 間,シ ヌ ロ グ ・ダ ン ス をす る。 四百 年 祭

の と きの よ うに 大規 模 な行 進 が行 な わ れ た 年 は,少 年 た ち は ス ペ イン人 や モ ス リム の衣 裳 を

っ け ボ ロス 刀や 楯 を もっ て聖 像 の 前 で 模 擬 戦 舞 踊 を行 ない,PitSeior!の 声 もま じえ た シ

ヌ ログ を しつ つ 行 進 した。 行 進 に は あ らゆ る階 層 の 人 々 が加 わ り,沢 山 の人 出 が あ っ た とい

う。 行 進 は 再 び 教 会 に 到 着 し聖 像 が 教 会 内 に戻 っ て終 わ っ た 。

サ ン ト ・ニ ー ニ ョの 行 進 の 順 路 は,教 会 正 門 か ら,JuanLuna,P.Burgos,Magallanes,

NorteAmerica,Colon,Mabini通 りを経 て,再 びJuanLuna通 りに戻 り,教 会 に 至 る

とい う順 路 が と られ るが,こ の 街 路 沿 い の 住 民 は数 日前 か ら街 路,家 内 を掃 い た り洗 っ た りし

て 清 め る。 古 くか らの 家 も少 くな い が,レ イ テ島 な どの 他 島 か らの 親 戚 が 聖 ニ ー ニ ョの シ ヌ

ロ グ行 進 を見 に 訪 れ るの が慣 例 で あ る。 家 の2階 な どか ら行 進 をみ るが,行 進 の くる半 時 間

前 か ら ロ ウソ ク を灯 し行 進 を まつ 。 街 路 沿 い の 家並 に は 思 い 思 い の 色 の 祝 い の 旗roselsが

掲 げ られ,ま た陶 器 や 磁 器 に庭 の 草 花 を挿 し,は な や か な装 飾 と な っ てい る。 特 別 に高 価 な

灯 火 を用 意 し て待 つ 家 もあ る。 行 進 が過 ぎ る と,一 同 で 一 週 間 前 か ら用 意 し た食 物 で軽 食 会

を行 な う。 こ れ が 夕食 の か わ り とな るmerienda-cenaと 今 日呼 ば れ る食 事 で,こ う した聖

人 の 行 進 や 誕 生 日な どの 祝 い 事 で 用 意 され る21)。現 在 は,こ の よ うな親 戚 との 共 食 や 地 区 隣
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人 来 客 へ の 大 盤 振 舞 い の 習 慣 は す た れ て き て い る よ うで あ る。

サ ン ト ・ニ ー ニ ョの 衣服 の 着 変 え儀 礼 につ い て触 れ て お く必 要 が あ ろ う。 サ ン ト ・ニ ー ニ

ョ像 に手 を触 れ る 特権 を 許 され た セ ブ原 住 民 の着 変 え係 はCamarerasdelSantoNiioと

呼 ば れ る集 団 を な し,こ の 特 権 的 役 目は 世 代 を超 え て継 承 され た 。 宗 教 的 な敬 慶 な信 者 で敬

われ てい た が,ま た有 力 者 の 家 系 に も連 ら な る人 々 で もあ っ た よ うだ 。 祭 の 前 日の 着 衣 それ

に 次 の 週 の 金 曜 のhubo(脱 衣)な い しilis(着 変 え)と 呼 ば れ る 儀 礼 的 着 せ 変 え作 業 が そ

の 役 目で あ る。 宗 教 的感 慨 の 強 い 作 業 なの で特 に特 権 的 な役 目 と感 じ られ て い た よ うで あ る。

土 曜 の 朝,カ マ レ ラス の手 で 昨 年 一 年 着 衣 され た肩 マ ン ト,外 衣,淡 色 シ ャ ツ を重 ね た衣 服

が 一 枚 つ つ と りは ず さ れ,木 像 の肌 が 柔 か い 香 水 つ き の布 で ぬ ぐわ れ 汚 れ が と られ る。 そ れ

が 終 わ る と新 た な信 者 か ら献 ぜ られ た リン ネ ル と レ ー ス の シ ャ ツが 幾 重 に もつ け られ とめ ら

れ,外 衣,肩 マ ン トがつ け られ る。 外 衣 は 金 色 の 糸 と貴 重 な小 石 を つ け て 微 光 をは な っ てお

り,肩 マ ン トは威 厳 に満 ち て 輝 い て い る。 終 りに,旧 ス ペ イ ン軍 の 大 将 軍 を意 味 す る ベ ル ト

と肩 帯 が つ け ら れ,ス ペ イ ン人 貴 族 や 教 区 民 の 富 裕 者 か ら寄 与 され た 宝 石 が つ け られ る。 こ

の 中 に は イサ ベ ル女 王 か らか つ て 贈 られ た エ メ ラル ドもあ る 。 ダ イ ヤ モ ン ドを散 りば め た金

の 王 冠 が少 年 キ リス ト聖像 に か ぶ ぜ られ る と,カ マ レ ラ スは聖 像 に ひ ざ まず き その 足 下 に 口

をつ け る。 カマ レ ラ ス以外 に も彼 女 た ち の 近 い 親 戚 の 人 や,ご く親 しい 友 人,あ るい は,高

価 な外 衣 や室 石 の寄 進 者 が 列 席 で きた こ と も あ っ た。 聖 ニ ー ニ ョの シ ャ ツ は,と き に は60枚

に も及 ん で重 ね着 され て い た が,脱 衣 され た着 古 しの シ ャ ツ を ヵ マ レ ラ ス は友 人 な ど に与 え

た。 病 気 の夫 を もつ 女 性 に 有 難 が れ,ま た,サ ン ト ・ニ ー ニ ョの シ ャ ツは 人 々 に宗 教 的 誉 れ

を感 じ させ た。 こ の着 せ変 え の 行 事 は,聖 像 の鼻 の部 分 が着 ぜ 変 え に よ って 磨 滅 す るの で,

20年 ほ ど前 に変 更 され,神 父 が 行 な うよ うに な っ た。 か つ て の カ マ レ ラス に は宝 石 をつ け る

作 業 の み が残 され た 。 また,も う何 年 も前 か ら,祭 の終 了 後 もな が く聖 像 に礼 拝 し聖 像 に触

れ る こ とを願 う信 者 が 絶 え ない の で,祭 礼 服 の脱 衣 の行 事 は 廃 止 され て し ま っ た22)。

こ う した サ ン ト ・ニ ー ニ ョ祭 に 集 ま る巡 礼 者 信 者 は,セ ブ島 の50以 上 の 町 々,隣 の ボ ホ ー

ル 島,ネ グ ロ ス島 東 半 部,レ イ テ島 か ら も船 や車 で訪 れ,さ らに は 最 近 は ミン ダ ナ オ 島 か ら

も来 る とい う。昔 の 時 代 は 交 通 機 関 が:不便 で あ り,セ ブ島 の 遠 方 の 山 村 か ら で も一 ケ 月前 か

ら旅 出 ち し,衣 服 や 食 料,薪 を一 ケ 月分 準 備 し,病 人 の 巡 礼 者 を か か え なが ら くる熱 心 な信

者 も多 か った とい う23)。

6

1566年 よ り始 め られ た サ ン ト ・ニー ニ ョ例 祭 は そ の 後 数 十 年 の 間 は,ス ペ イ ン人 と原 住 民

改 宗 者 に よ っ て行 われ てい た が,必 然 的 に 参 加 者 は 少 数 で あ った 。16世 紀 の 末 に な っ て セ ブ
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市に経済的好況が訪れると,シ ヌログ年祭 も規模の大きい儀礼を設けるようになり,闘 牛 も

行なわれたとい う。17,18世 紀中は,セ ブ市の経済も再び好況を呈する事は少なく,公 共的

な儀礼の規模は再びごく少規模なものになり,巡 礼礼拝 ももっぱら個人的献身に寄るところ

が大きかったとい う24)。シヌログ礼拝そのものに内在する一面としてきわめて自発的で個人

的な巡礼礼拝行為があげられるが,遠 隔の地あるいはそれに限らず自分の定住地区外の聖な

る空間地点に礼拝に出かける人々の行動は,実 存的なものであって,信 者集団の問にみられ

る社会過程が社会構造の原理による紐帯のはずされたコミュニタス的自発的自然発生的過程

となる契機 を内在させている25)。教会や市ない し市住民組織に関連するレペルで組まれる儀

礼 と信者の自発的巡礼礼拝儀礼行為の二側面の織りあわせがシヌログ儀礼であるとすれば,

後者の側面は信仰の衰退のない限 り衰えぬものであり,前 者の規模は直接的にはセブ市全体

の経済の消長に関連 して変動するとい うことであろう。

19世 紀の半葉になると,セ ブ市の経済 も好況が続き,教 会や僧院が数多 く建てられるよう

になった。また,19世 紀末,フ ィリピン全土で最 も有名な教会と礼拝聖人は,セ ブのキリス

ト聖公子とアンティポロの処女マリヤであり,毎 年巡礼礼拝に訪れる信者の数は何万人とい

たという。1900年 になると,ア メリヵ統治の影響でプロテスタント教会と改宗者の数も上昇

し,カ トリック信仰の枠内で=考えられるサン ト・ニーニョ信仰も,プ ロテスタン トの存在に

よって影響をうけ,熱 烈な信者集団では礼拝や信仰の面でも新たな刷新がみられたとい う。

1932年 のある文筆家によれば,サ ン ト・ニーニョ祭はセブ系の人々の間では最大の年次的宗

教行事であ り,第2次 世界大戦前数十年間は,セ ブ地区以外の周辺地区からの人々もまじえ

て何万人とな くこの祭に集結したとい う。この盛況は戦後の何年間かは続き,巡 礼信者はサ

ン ・オーガスティン教会の広場やシティー ・ホール反対側の広場にテン トや臨時の寝場所を

しつらえ大勢この祭に加わっていた。しかしながらその後はやや祭の規模は漸減し,参 加信

者もへ り,前 と比べると盛んでなくなっていく。1965年 の四百年祭時に,再 び聖ニーニョ祭

は教会や市住民のかかわる行進 も含めてにぎやかな規模のものとなったが,そ の後はやは り

漸減傾向が続き,集 結する信者の規模 もかつての最盛況時と比べるとその一部分にも満たぬ

状態であ り,外 地に移住している親戚の一時的帰省をむかえて催す親戚一同の会食儀式や大

盤振舞いも聖ニーニョ祭の一つの部分であったが,こ の習慣も急速に勢いをおとしてきてい

るとい う。この原因として,プ ロテスタント僑者の増加の影響,聖 ニーニョに祈願するより

キリス トや聖霊に直接祈願する人々の増加,学 校教育の浸透による迷信的奇跡信仰の減退,

物質主義的価値観の影響の拡大等が指摘 されるが,複 合的理由の全貌は明きらかではない。
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セ ブ市 の シ ヌ ロ グ の形 式 とサ ン ト ・ニ ー ニ ョ祭 に つ い て の あ ら ま し を以 上 の よ うに述 べ て

き たが,そ の よ うな伝 統 的例 祭 の規 模 や 内 容 に 年 代 を通 じて 変 動 が み ら れ る もの の,セ ブ島

を 中 心 とす る セ ブ語 文 化 圏 で は,最 大 の 重 要 な伝 統 的 宗 教 行 事 の ひ とつ で あ る し,過 去 の一 時

期 に は フ ィ リ ピン全 土 で も盛 大 な 宗教 巡礼 祭 の 一 つ と して 名 高 か っ たの で あ る。 サ ン ト ・ニ

ー ニ ョ信 仰 は,セ ブ市 以 外 で もパ ナ ィ島 カ リボ の ア テ ィ ア テ ィ・・ン,同 島 ロ・・ス の ハ ン ドゥ

ガ ン,同 島 イ ロイ ロの デ ィナ グ ヤ ン,マ ニ ラの トン ド,パ ン ダ カ ン,レ イテ 島 タ ク ロパ ン,

そ の 他 ネ グ ロ ス 島,キ ャ グ ィテ の テル ナ テ,で や は り顕 著 な祝 祭 を伴 う信 者 集 団 を集 め て い

る こ と は触 れ た。 特 に パ ナ ィ島 の 一連 の フ ィ エ ス タは 有 名 であ り,最 近 ま で は,そ の規 模 組

織,パ レ ー ド等 の パ フ ォー マ ン ス の華 か さで,セ ブの シ ヌ ロ グ祭 を は る か に しの い で い た と

い わ れ るの で あ る。 ア テ ィア テ ィハ ン は ア メ リ カ ・ル イ ジ ア ナ の ニ ュ ー オ リン ズ の マ ル デ

ィ グ ラに 匹 敵 す る華 や か な フ ィエ ス タ と して今 日で も名 高 い 。 パ ナ イ島 の 人 々に とっ て は,

た とえ ば イ ロ イ ロ市 の 人 々 に尋 ね て み て も,セ ブ市 の サ ン ト ・ニ ー ニ ョの歴 史 的 重 要 性 は 認

め る もの の,セ ブ市 や サ ン ト ・ニー ニ ョ巡 礼 に 対 す る関 心 は全 くも っ てい な い とい っ て よか

った 。 イ ロ ン ゴ語 集 団の 中心 地 で あ る イ ロ イ ロ市 の 人 々の 場 合,セ ブ系 人 が怠 け者 だ等 の ス

テ レ オ ・タ イ プ をい っ た あ とで 出 て くる の は,マ ニ ラや マ ニ ラか ら くる商 品文 化 へ の 関心 な

の で あ った 。 こ うし た点 は,セ ブ市 の サ ン ト ・ニ ー ニ ョ信 仰 が 潜 在 的 に フ ィ リピ ン全 土 に 何

らか の 位 置 を 占め て 広 が る可 能 性 は もっ て い る と思 わ れ る もの の,ご く最 近 ま で は セ ブ語 圏

内 で 流 通 す る信 仰 の 枠 内 に収 ま っ て い た こ と を示 す もの で あ ろ う。

ほ ぼ 自発 的 な 信 者 を中 心 と す る き わ め て 個入 的 で 組 織 的 基 盤 の うす い 巡 礼 祭 の 局 面 と,教

会 や 市 住 民 の 組 織 の 関与 す る 儀礼 の組 織 的 局 面 と,両 者 が 織 りなす シ ヌ ログ祭 で あ っ た が,

四 百 年 祭 以 後 その 組 織 的 局 面 の規 模 が縮 少 され,自 発 的 巡 礼 集 団の 規 模 も退 潮 傾 向 が続 き,

シ ヌ ロ グ祭 全 体 と し て低 調 の 傾 きが あ っ た 。 その よ うな状 況 が,政 府 観 光 省 の発 案 に な る新

た な動 きに よ っ て大 き く変 化 す るこ とに な った 。 フ ィ リ ピン政 府 観 光 省 は各 地 に存 在 す る伝

統 的 文 化 資 源 の 観 光 的 活 用 を狙 い と し,セ ブ市 に お い て は サ ン ト ・ニ ー ニ ョ ・シ ヌ ロ グ祭 を

目玉 と して 政 策 的 に拡 大 再 構 成 す る プ ロ グ ラ ムを 設 け た の で あ る。1975年 か ら観 光省 は資 金

援 助 を行 な い 始 め,専 門 の ダ ンサ ーを雇 うな ど彩 りを添 え る企 画 を検 討 し,そ れ が1980年

に 市 行 政 当局 の 正 式 の企 画 に移 され,1981年1月 お よび 翌 年 の1月 の 第3週 の 日曜 日を ノ・イ

ライ トと し て 多 くの催 し もの や パ レ ー ド,行 事 の 行 な わ れ る大 規 模 な祭 りが シヌ ロ グを要 と

して実 行 され た の で あ る 。 こ の祝 祭 はSinulogsaSugbuと 命 名 され た26)。守 護 聖 人 サ ン

ト ・ニ ー ニ ョの 紋 章 で あ る鷹 を祭 の マ ー ク と し,12月10日 か ら ドラ ム音 楽 の 演 奏 の 開 始,12
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月21目 よ り カ ー ニ グ ァル週 間 の 開 始 を示 す 灯 が と も り正 門が そ の た め に 開 け られ,ダ ン ス等

の ア トラ ク シ ョ ン も企 画 され る。 セ ブの 生 産 物 や 資 源 の展 示 トレ イ ド ・フ ェ アが 催 され,手

工 芸 品,収 穫 物 等 が展 示販 売 され る。 ク リス マ ス を は さん で,1月7日 よ り10日 間,シ ヌ ロ

グ ま で続 く一 連 の 祝 祭 行 事 が企 画実 行 され る。 市 行 政 局 の 企 画 す る全 プ ロ グ ラ ムは 大 懸 りな

もの で あ り,こ れ ま での 伝 統 的 シ ヌ ロ グ祭 の 規 模 や 関 連 す る組 織 の 広 が りを 大幅 に超 え る も

の で あ る。 デパ ー ト,ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト等 近 年 め だ って 新 規 開 店 さ れ てい る商 業 機 関 を 中

心 に して,ク リス マ ス後 に この 新 た な シ ヌ ロ グ祭 用 の 店 頭 の 装 い と キ ャ ン ペ ー ンが行 な わ れ

る。 マ ク タ ン島 の 空 港 に到 着 す る セ ブ市 来 訪 の来 客 の 出 迎 えに よ る シ ヌ ロ グ祭 週 間の デ モ ス

トレ ー シ ョ ン,写 真 コ ン テ ス ト,演 劇,闘 鶏 の 地域 コ ン テ ス トと全 国 コ ン テ ス ト,映 画 祭,.-.

踊 りの シ ョ ー,カ ー ニ ヴ ァ ル と呼 ば れ る ゲ ー ムや夜 店 や野 外遊 園 地 の 開 催,サ イ ク リン グ競

争 の コン テ ス ト等 々,芸 能 や コ ン テ ス ト,ゲ ー ム を 中心 とす る盛 り沢 山 の 催 しが セ ブ市 各 地

区 に わ た っ て実 施 され た の で あ る。 シ ヌ ロ グ前 日は,リ ・・一サ ・レや 準備 の 進 行 と と もに,セ

ブ市 内の 街 路 ・プ ラザ,建 物 に シ ヌ ロ グ祭 の 飾 りつ け が施 され,赤 と黄 の軍 旗,セ ブ市 の シ

ー ル
,サ ン ト ・ニ ーニ ョの双 頭 鷹 の紋 章 が飾 りつ け られ た。 前 夜 祭 は 夕刻 前 か ら,バ シ リカ

が らJuan,Luna,Burgos,Magallanes,P.Lopez,Mabini,Surgos,Juan,Luna'通

りを 経 て バ シ リカ に戻 る セ ニ ョ ール ・サ ン ト ・ニ ー ニ ョ記 念 パ レ ー ドが これ ま で 通 り教会,

信 仰 同 胞 会 等 の 信 者 組 織 を 中 心 に して 行 な わ れ た。 夜 に は サ ン カ ル ロス大 学 等 で ポ ッ プ ・

ミュ ー ジ ック ・コ ン サ ー トや学 生 夕 食会 な ど多 く.の催 レ潜 あ っ た 。

祭 の 当 日の 払 曉 以 前,午 前3時 半 か ら7時 の 間,dianaと 呼 ば れ る行 事 が行 な わ れ る。 こ

れ は スペ イ ン語 で 目 ざ ま し を意 味 す る が,セ ブ市 街 の 主要 な 通 りを その 通 りの 管 轄 の バ ラ ン

ガ イ選 出 メ ンバ ーが 協 力 して,音 楽 ・ ドラム, 、教 会 の 鐘 をな ら して は街 路 を練 り歩 き,騒 音

に よ って市 住 民 に 祭 当 日の 到 来 を告 げ 目覚 め させ よ う とす る'行事 で あ る。 八:方に別 れ た デ ィ

アナ の グル ー プは,漁 師 の 服,ほ ら貝,船 の 警 笛,サ イ レ ン,竹 の ドラ等,各 バ ラン ガ イ選

出 グル ー プ毎 に 工 夫 を こ ら され,子 供 を お ど か す た め と人 々が 説 明 す る紙 の 張 子 で 作 った 巨

人 の様 々 な 人 形 を 伴 って 夜 明 け 前 の 街 路 の 行 進 を行 な う。 一 同 は後 に サ'.ン・オ ー ガ ス テ ィン

教 会 に会 す る の で あ るが,教 会 で は5時 の 曉 の ミサが あ り,午 前8時 に ハ イ ・ミサが 行 なわ

れ,そ の後 人 々は酒 宴 を 張 る。 ハ イ ・ミサの サ ン ト ・三一 二 当へ の感 謝 礼拝 の 後,ま た人 々

を寄 せ集 め る た め,映 画 ス タ ーの パ レ ー ド,独 立 広 場 か ら オ スマ ニ ア公 園 まで の 自動 車 に よ

る移 動 映 画 車 が く りだ され た 。 午 後3時 に な る と,こ の シ ヌ ロ グ闘連 行 事 の 最 大 の企 画 で あ

る パ レ ー ド行 進 が行 な わ れ た 。7群 の 山 車,1,400人 の シ ヌ ロ グ ・ダ ンサ ー等 の 大規 模 な 行

進 であ り,市 庁 舎 プ ラ乎前 か ら オ ス メ ニ ア通 りを経 て レ ガ ス ピ通 り,蓼 立 広 場,サ 財 ・ペ ド

ロ砦 を一 周 し,ア レ ラ ノ地 区 に 到 るル ー トで パ レ ー ドが行 な わ れ る。 サ シ ・オ ー ガ ス テ ィ ン

教 会 前 等 の 主 な場 所 で は 爆竹 等 も鳴 ら され 賑 や か に,し か しま た厳 か に行 進 が続 け られ る と
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い う'。こ れ は 夜11時 頃 まで 続 行 され た 。 路 上 に は飲 食 店 の 出 店 が 経 路 に 沿 って 切 れ 目 な く続

き,祭 の 人 々の賑 わ い を添 え る。 山 車 を抱 く7つ の 群 団 は,セ ブ市 の 起源 か ら現 在 まで の セ

ブ市 の歴 史 と特徴 を 表 現 す る山 車 や 踊 りを それ ぞれ に行 な っ た。 セ ブ市 の 始 ま り,十 字 架 の

設 置 と フマ ボ ン王 の洗 礼,マ ク タ ンの 戦 い,セ ブア ー ノの神 々の 中 の サ ン ト ・ニ ー ニ ョ,レ

ガ ス ピの 到着,サ ン ・オ ー ガ ス テ ィン教 会 の 建 立,今 日の セ ブ市 の 姿 を象 徴 す る7群 の 行 進

集 団 が,山 車,そ れ ぞ れ の テ ー マに 関 連 す る装 い と踊 りを行 な い つ つ,パ レ ー ドを進 め るの

で あ る。 各 群 に は3～20ま で の 団 体 が 加 わ っ て い る 。 そ の 主 な もの は,セ ブ市 や マ ンダ ウエ

市 の 市 行 政 機 関,シ テ ィ ー ・ホ ール 関 係 局,地 区 役 所,市 民 ク ラ ブ,貿 易 関 係 団 体,商 業 組

合,労 働 組 合,軍:人 組 織,マ ー ケ ッ ト出 店 組 織,船 舶 会 社,ボ ー イ ス カ ウ ト,各 種 の 大学 と

中学,バ ラ ンガ イの 団体,で あ っ た 。 行 列 の ダ ン ス の様 式 は,セ ブ市 の もの に 関 係 な く,民

族 舞 踊 か ら借 りた り,創 作 的 ふ りつ け が な され,衣 服 も既 存 の もの に 捉 わ れ ず に工 夫 さ れ た

が,パ ナ イ島 の著 名 な フ ィエ ス タ を参 考 に して しつ ら え られ た 部 分 もあ る とい う話 であ っ た。

千 ほ どの ドラ ムが 一 斉 に 調 和 して 斉 奏 され,そ れ に あ わ せ て%拍 子 で シ ヌ ログ ・ダ ン ス が踊

ら れ,ロ ク ソ クや ス カ ー フ ・花 を も っ た踊 り手 がPitS畷orを 斉 唱 し,エ ク ス タ テ ィ クな

表 現性 に 富 ん だ 踊 りの 高 ま りを示 し た とい う。 路 一上に集 ま る人 々は,市 行 政 局 の 企 画 者 の 方
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針 の成 功 を 物語 る よ うーに,貴 賎 を問 わ ず 様 々 な階 層 の 人 々 が 同 じ場 に集 ま り「パ レ ー ドの感 興

を共 に し た とい う。 シ ヌ ロ グ礼 拝 で果 た した 老 女 中心 の ロ ウ ソ ク売 りの踊 り手 の 役 割 も多 く

の 人 々 か ら支 持 され た とい う。 な お,夕 刻 か ら深 夜 に か け て の こ の 時 間 に音 楽,シ ョ ー等 が

各 地 区 で開 かれ,酒 宴 に浸 る 人 々 も楽 し く祭 の 脊 を過 ご し,祝 祭 的 雰 囲 気 が 例 年 に な く横 盗

し た とい うこ と で あ る。

パ レ ー ドの 行 進 の 経 路 は別 図表 に 示 す 通 りで あ る。 こ こ で指 摘 して お か な け れ ば な らな い

の は,教 会 と市 行 政 局 との 関 係 で あ る。2年 目 ま で は両 者 は一 応 の 協 力 関係 に あ った が,市'

行 政 局 の 企 画 担 当者 は サ ン ・オ ー ガ ス テ ィン教 会 神 父 との 関係 に か な り気骨 を折 った とい う

こ と で あ り,3年 目 は教 会 側 で騒 が しい,宗 教 信 仰 か ら逸 脱 した パ レ ー ドとい う反 応 があ り,

パ レ ー ドが 教 会 区 域 に集 結 す る こ とに 難 色 を 示 し,結 果 と して,3年 目 に は,セ ブの 旧 空 港

の と こ ろヘ パ レ ー ド終 結 点 を変 更 す る計 画 と な っ た。 以 上 の よ うな あ ら ま しが,市 行 政 局 の

全 面 的 な介 入 に よ っ て新 た な セ ブ市 の ア トラ ク シ ョン と し て登 場 し企 画 上 の成 功 を もた ら し

た シ ヌ ロ グ祭 の 姿 で あ る。

8

このような新たな形式によるシヌログ祭の再構成の意味と,そ れの示唆する現代セブ市の

変貌について,最 後に検討してみたい。伝統的セブ市のサン ト・ニーニョ年祭シヌログ儀礼

の退潮にはさまざまな複合的原因があるが,都 市儀礼の有効性 とい う観点からみた場合,独

立以後近代国家の枠組が整い,マ ニラを中心とする政府や経済 ・政治機関との相互的連繋関

係の網の目が成立してセブ市の社会経済政治文化的システムの全体的変貌が進行 している現

代的状況のさなかにあっで,伝 統的シヌログ儀礼が有効性をもちえな くなった点に,退 潮の

理由が求められる。セブ市の全体像の変容に伴って変貌しつつある価値観の多様な展開を,

深層に廊いて統合するコスモロジーの表現が,伝 統的な形式では難 しくなったのである。現

在,マ ニラに見かけるようなデパー トやスーパーマーケットがセブ市の歴史的コロン通 り宵

辺に開店してお り,筆 者らの滞在中にも一店のデパー トが新装開店 された。 また,政 府の支

援をうけて公営カジノや道教寺院のある丘陵にプラザ ・ホテルが建設中であり,マ ニラから

の政治経済的会合や保養客を対象として3年 目のシヌログ新祭にあわせて営業開始が予定:さ

れている。以上のような新たな要素に加えて,国 際空港として大阪 とセブを直通で結んで外

国観光客を誘致する観光政策にも力がいれられている。米作ができず,周 辺各地の海路集散

地として機能 してきたセブ市は,こ うした現代的状況の変化の中でマニラ中=央との関係を強

めつつ外的世界との繋がりを変化 させつつある。教育,交 易,宗 教の中心地点としてセブ語

周辺圏で成立 していたセブ市の役割は,再 び再構成されつつある。この状況にあって従来の
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伝統的 シヌログ祭は,市 民儀礼1として再構成されねばならず,ま た巡礼祭 としても全国レベ

ルの他の主要な祭への示差的関連づけとともに新たな意味を獲得 しその輪が広げられる必要

がある。それは一つにはセブ市のサント・ニーニョのフィリピン全国レベルにおける位置づ

けとその表現形式の確立の必要性であ り,セ ブ系の人々にとどまらずフィリピン全土の国民

レベルの象徴としての内容 と効力をその伝統的象徴の深層から引 きだす必要性なのである。

このような再構成がなされてこそ,外 部世界との諸関係の網の目を変容拡大しつつあるセブ

市の状況に対応 した統合的コスモロジー表現が象徴の器を通 して可能になるものといえ,伝

統と連接した新たな文化的統合形式の経路を用意するものといえよう。その中で伝統的シヌ

ログ儀礼は新たな要因としての広範な現代的観光的要請にも応えるものに再構成されるであ

ろうし,ま た観光のチャンネルの拡大を通 してその宗教的意味を流通させえるのである。

この ような観点にたつとき,今 回の市行政局による大幅な祝祭構成は,上 記の現代的状況

の要請に呼応 して行われた一つの方向の試みとして位置づけることが可能である。その中で

は更に分節化した市全体の社会組織の区分に対応 した社会過程が儀礼において現われ,規 模

と催事の多様性 も,新 たな市民儀礼の器を提供する試みとして一つの方向を示したものであ

った。この試みが成功裡に定着するかどうかは今後の観察にまたなければならない。現在で

は,伝 統的 シヌログ儀礼の側面と新たな試みの側面がうまく統合されぬ徴候が,教 会側と市

行政局側の不一致にあらわれている。すでに述べたように,3年 目のシ冬ログ祭は,荘 厳さ

を欠いて騒 々しいパレー ドに教会が難色を示 し,パ レー ドの教会区域通過を断わったため,

旧空港跡にパレー ドを集結する計画変更が行われていた27)。しかしながら,こ の新たな祝祭

がセブ市の新たな概念を表現する試みとして一つの可能性を与えたのは確かであろう。サン

ト・ニーニョの由来をめぐって,フ ィリピンの歴史的文化的起源を表現 し国民 レベルで効力

をもつ象徴表現の再構成が試みられ,そ れによってセブ市の新たな概念が新儀礼の象徴的社

会的過程のなかで表現されたのである。

ギアツはジャワの葬式を社会変化の過程で考察し,都 市の文脈において伝統的な儀礼が有

効性 をもたず失敗におわっている点を検討 している(C.Geertz,1957)28)。 彼によれば,:文

化的統合と社会構造的統合およびパーソナリティ構造の統合の三局面は本質的に相互に不適

合なズレがみられるが,特 に前二者間の不適合性が継続的社会変化の過程で拡大する。この

過程で,農 村社会の構造に適合的であった宗教象徴が都市環境の もとで有効性を失ない,:文

化的意:味づけの枠組 と社会過程の枠組との不適合性がはげしくなると指摘する。ウィリーは,

南ガーナのエフトウ族の年例儀礼が都市化の過程で変容し,有 効な新形式を獲得していった

過程を報告 している(R,Wyllie,1968)29)。 そこでは,参 加成員が拡大し,男 性のみの隔離

の過程が廃止 され,行 進,祝 祭形式において見世物性が強まり,ダ ンス,広 告,レ ジャー性

等の新 しい要素が導入され,世 俗儀礼の様相が強まった。また,従 来の伝統的神の予言の儀
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礼が拡大し,植 民地以後の象徴である砲艦や自馬などが使われるようにな り,地 域的局地的

志向から英連邦下の一都市とい う位置への統合的方向に向かう変化があらわれたという。セ

ブ市 の シ ヌ ロ グ祭 は,も と も と伝 統 的 な都 市 の フ ィエ ス タ と して古 くか ら成 立 して お り,こ

れらの研究で扱われた部族的な伝統儀礼 と異なるが,こ の都市をとりまく内外の変化に呼応

して文化的意味づけの統合的枠組が新しい社会状況に適合的に変容 してい く過程 を現わす事

例 として意義があろ う。本稿は予備調査の範囲でシヌログ祭 とその変化に関連する調査結果

を記述 し,若 干の検討を試みた。このように集合的象徴的過程 としてのフィエスタとその変

貌を通 して,フ ィリピンひいては東南アジアに特徴的な地方都市の社会:文化的特徴とその変

化を考察する試みは,ま だ端初をひらいたばかりであり,社 会経済政治的局面の詳細な検討

もふ くめて,今 後の調査の課題として研究を進めてゆきたい。
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AFIESTAANDITSCHANGEINALOCALCITY

OFTHEPHILIPPINES

・一一AStudyontheSinulogF量estaofCebuCity一

KeizoMIYASA.KA

↑hとpurposeofthispaperis,firstly,todescribetheSinulogFiestaofSefior

Sto.Ni負oofCebucityinthePhilippines,both.itstraditionalformanditsrecent

Ipodlfication,ontheb3sisofourpreliminaryresearρhconductedfromNovember

toDecemberin1982.Secondly,itisattemptedtounderstandthechahge .ofthis

fiesta.inrelation..totherecentsocio-economicchange,althoughthediscussionis

limitt.edto土herangeof:findingsfromthispreliminarysurvey.Oureventualinterest

istorelatethiscivicfiestatothecontextofthislocalcity,Cebu;thiscity

asoneofthetypicallocalcitiesinthePhilippinesseemstohaverecentlyre-

organizeditsover-allnetworksbothwithinandwithout,inresponsetomoder-

nizationandestablishmentofanationalframeworkinthePhilippines.Thispaper,

however,isprimarilyadescriptionandatentativeargumentimplyingtheeventual

interestabove.

TheannualfiestaforSto.Ni負opreparestheexperientialoccasionforfestivity

notonlyatthelevelofCebucltybutalosoatthelevelofCebuanospeaking

neighbouringislandsandfurtherthenation-widelevelaswell;itisknownfor

itscharacterofpilgrimagefiestaopenforeverybodyofFilipinoaFlongashe

isinterestedinSto.Niioand.Cebu.TounderstandtheSinulogFiestainits

totalaspect,itisnecessarytodeseribethefollwing:thehistoryofCebucity,

itssymbolicspaceconstruction-aswewalk,wefindsomepatterneddistribution

ofhistoricalbuildings,monuments,roads,ormarkets,commercialareas,allof

whichaltogethermakeusrealizethehistoryof.Cebuanditsculturalorsocial

identity.Thefiestaisorganizedasacivicritual,throughutilizingtheexpression

ofaculturaltraditionandsocialfeaturesasrepresentedinthecityitselfas

physicalenvironment.Itisalsonecessarytodescribetheuniquefeatureofthe

religioussymbo1,Sto.Niho,asshown.inrichfolkloreofCebutoday.Thesocial

andreligiousprocessessoftheSinulogaretobedescribedwithitssupposed

originandeventualchange;itschangeorfluctuationinregardtotemporalex-

tentionordecline,andrecentmodificationagainsttheseemingdissolutionofthe

traditionalform.Alloftheseaspectsaboveshouldbedescribedsolongasbeing

relevanttotheunderstandingoftheSinuloganditsrecentmodificationinthe
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contextofCebucity.

Cebucityhasbeenaveryimportantnexusoftradeandexch.ange,oranedu-

cationalandreligiouscenterbetweentheneighbouringareas;aformativeandper-

sistentmediumofaculturaltradition.Animportantchangeseemstohavebeen

promotedagainstthebackgroundofwavesofmodernizationintheframeworkof

thePhilippinenation.GiventhedescriptionoftherelevantaspectsofCebucity

andthefiesta,thecharacterofthecityanditsrecentchangeregardingthere-

orgaRizationofnetworkswithinandwithoutseemstobereflectedonthechange

oftheSinulogFiesta;acompletemodificationhasappearedsince1981,asa

consciousplanningbycitygovernmentunderthesupportofvariousorganizations

inthecityaswellasthenationalgevornment.Abigparadewith7floatsre-

presentingthelifehistoryofCebucitysinceitschristianizationbyMagellan,

andalotmoreoffestiveevents;thisistobeexplainedasassimilationoftra-

ditionalfiestatotheoverallsocialchange.Therolethesto.Nifioasakeysymbol

ofCebuiscriticaltothisassimilation.Bythissymbo1,thepeopleexpressand

interpretcriticalexperienceofchangeorcrisisasbeingcausedduetoexchange

betweentheinnerandtheouterareasintheircoosmology.ThesymbolofSto.

Ni負o,beingtheintermediatingsymbolbetweenwithinandwithoutatdifferent

levels,hasmuchpotentialforitssymbolicexpressionofthevariousfacetsof

relationalnetworksofCebu,andthroughthissymbolpeoplecanaffordtoadapt

theirsymbolicsystemtothe耳ewlyreorganized .socialsystem.Thus,itisimplied

thatthiskindofstudywouldeventua11yberelevanttotherelativelyneglected

fieldofritualandsocialchangeinthecontextoftraditionallocalcities.


